
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すすすす        がががが        おおおお        平成２４年 ６月 発行 （１） 

養護老人養護老人養護老人養護老人ホームホームホームホーム    

松楓園松楓園松楓園松楓園    情報誌情報誌情報誌情報誌     

 

草
木
の
葉
の
清
々
し
い
緑

色
に
、
浅
き
夏
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
ふ
と
思
え
ば
今

年
も
早
、
半
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

初
夏
を
迎
え
て
、
利
用
者

の
方
々
は
自
然
に
恵
ま
れ
た

環
境
で
、
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
元
気

に
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
姿
を
目
に
す
る
度

に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生

活
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

で
す
が
、
そ
の
思
い
と
は

裏
腹
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を

増
す
ば
か
り
と
い
う
の
が
現

状
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
度
の
法
改
正 

に
よ
り
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

新
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
な

り
、
生
活
の
支
援
が
主
な
業

務
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
の

介
護
職
員
は
支
援
員
へ
と
変

わ
り
、
介
護
が
必
要
な
利
用

者
は
外
部
の
事
業
所
か
ら
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
支
援
員
数
は
大

幅
に
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
は
極
一
部
の
時
間
帯

に
限
ら
れ
、
特
に
夜
間
は
一

人
の
支
援
員
が
介
護
や
看
病

を
必
要
と
す
る
利
用
者
を
含

め
、
百
名
の
生
活
に
責
任
を

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
今
年
度
は
国
土

交
通
省
と
厚
生
労
働
省
の
共 

管
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
制
度
が
始
ま

り
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

生
活
相
談
が
中
心
と
な
る
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
役
割
と
重

な
る
事
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
は
精
神
疾
患

者
・
被
虐
待
高
齢
者
・
要
介

護
者
等
の
受
け
入
れ
が
求
め

ら
れ
、
更
に
厳
し
い
状
況
に

な
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

前
述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

よ
う
に
、
支
援
員
を
始
め
と

す
る
職
員
は
、
精
一
杯
の
努

力
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
に
快
適
な
生
活
を
提
供

し
続
け
る
た
め
に
は
、
職
員

個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
更
な
る
努
力
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

相
談
員 

内
倉 

５５５５月月月月７７７７日日日日・・・・１０１０１０１０日日日日    青梅市青梅市青梅市青梅市    塩船観音塩船観音塩船観音塩船観音    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年 ６月 発行 すすすす        がががが        おおおお        （２） 

外出支援では４月のさくら見学に続きまして、５月７日・１０日に青梅市の塩船観音

の「つつじ見学」に出掛けてきました。当日は初夏の日差しを思わせる好天で、満開

に咲き誇るつつじに目を奪われながら、散策を楽しむ事が出来ました。 

 

「煙を頭にかぶると頭が良くなるらしいよ」「いや体にかけると健康になるのよ」と笑

い声も賑やかに、煙にむせながらお参りを楽しんでいました。願い事は「秘密」と教

えていただけませんでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年 ６月 発行 すすすす        がががが        おおおお        （３） 

５月５日の端午の節句には、「行事

食」「柏餅」「菖蒲湯」と古き良き時

代の風習を満喫する一日となりま

した。 

園庭のチューリップやスイセン等の色鮮やかな花が満開に咲き、春の風が吹き、心地良い季

節となりました。松楓園では出来るだけ沢山の方に春を感じて頂きたく、足元が不安定であ

り、外出する機会が少ない利用者の方を中心に園庭でお茶飲み会を実施しました。 

園庭でお茶を飲みながらお菓子を食べ、会話を交えながら草花の観賞を行いました。利用者

の方々より「春の風がとても気持ちがいい」「チューリップや色々な花が綺麗ですね」との

声が聞かれ、笑いが絶えない時間となりました。 支援員 鈴木 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年 ６月 発行 すすすす        がががが        おおおお        （４） 

 
園
庭
の
緑
を
も
と
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
が 

素
敵
な
句
を
し
た
た
め
て
下
さ
い
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

新
緑
に
余
命
を
託
し
健
や
か
に 

樹
々
の
間
を
彩
あ
ざ
や
か
に
墓
地
つ
つ
じ 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

森
阪 
ヤ
エ
様 

  

五
月
雨
の
雲
間
に
映
え
る
園
庭
に 

紫
冴
え
る
露
草
の
花 

 

青
木 

治
世
様 

 

皆
さ
ま
、 

素
敵
な
作
品
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

『
想
い
出
の
記
』

 

加
藤
ひ
さ
様 

 

昭
和
十
五
年
三
月
当
時
の

国
民
学
校
高
等
科
を
卒
業
と

同
時
に
南
多
摩
郡
日
野
の
東

洋
時
計
工
場
に
入
社
し
て
二

年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
た

時
、
父
か
ら
手
紙
が
来
て
、

上
海
の
叔
父
か
ら
誰
か
上
海

に
来
て
働
い
て
呉
れ
る
人
は

い
な
い
か
と
言
っ
て
来
た
ん

だ
が
…
私
に
行
か
な
い
か
？

と
有
り
ま
し
た
。
私
は
上
海

と
聞
い
た
だ
け
で
も
う
飛
び

は
ね
る
様
に
行
き
度
い
と
思

い
ま
し
た
。 

 
ま
だ
日
本
の
中
の
何
慮
も

知
ら
な
い
私
な
の
に
…
叔
父

が
休
暇
で
日
本
に
来
て
私
と

妹
の
同
級
生
二
人
と
妹
と
四

人
を
連
れ
て
上
海
に
行
く
事

に
な
り
ま
し
た
。 

東
京
か
ら
九
州
え
、
た
し
か

下
関
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

船
に
乗
り
朝
鮮
に
渡
り
大
陸

廻
り
で
一
週
間
後
に
上
海
に

着
き
ま
し
た
。 

    

陸
軍
登
一
六
四
三
部
隊
・
軍

馬
防
疫
し
よ
う
と
言
う
百

五
・
六
十
人
の
軍
人
と
軍
属

の
部
隊
で
本
部(

庶
務)(

経

理)(

人
事)

作
業
部(

一
科)(

二

科)(

三
科)

厩
舎
部
と
分
れ
て

居
て
私
は
厩
舎
部
小
動
物
に

勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
兎
・
モ
ル
モ
ッ
ト
・
二

十
日
ネ
ズ
ミ
の
採
血
を
見
た

り
朝
と
夕
方
の
餌
や
り
を
し

た
り
の
仕
事
で
し
た
。
私
達

女
子
の
宿
舎
は
営
外
の
中
国

人
二
軒
の
家
を
借
り
て
住
ん

で
居
ま
し
た
。
毎
日
朝
御
飯

ま
で
に
営
内
に
行
き
紺
の
従

軍
服
か
ら
白
衣
に
着
替
え
て

朝
食
を
食
べ
て
各
部
所
に
行

き
ま
す
。 

 

十
八
年
頃
は
ま
だ
上
海
は
米

軍
の
空
襲
と
云
う
事
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
九
年

に
な
る
と
空
襲
警
報
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
び
に
控
室
ま
で

走
っ
て
行
っ
て
白
衣
か
ら
紺

の
従
軍
服
に
着
替
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

日
本
に
帰
っ
て
き
て
お
昼
を

知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
あ
の

当
時
は
ま
だ
サ
イ
レ
ン
で
お

昼
を
知
ら
せ
て
ま
し
た
。
そ

の
サ
イ
レ
ン
を
聞
く
た
び
に

思
い
出
し
た
も
の
で
す
。 

短
歌
作
り
ま
し
た
の
で
… 

 

昼
知
ら
す 

サ
イ
レ
ン
聞
け
ば 

思
い
出
す 

 

白
衣
で
走
り 

叱
ら
れ
し
は
を 

 

貴
重
な
お
話
を 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 
養護老人ホーム松楓園平成２３年度決算報告書 

 
１．貸借対照表平成２４年３月３１日             （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

Ⅰ 資 産 の 部 １５５，５８７ 

Ⅱ 負 債 の 部      ４７，１６６ 

Ⅲ 正味財産の部 １０８，４２１ 

 （うち当期正味財産増加額）  △３，０６３ 

Ⅳ 負債及び正味財産合計 １５５，５８７ 

 
２．収支計算書自平成２３年４月１日 至平成２４年３月３１日 （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

経常活動資金収支差額①  ２，８７６ 

施設整備等資金収支差額② △５８８ 

財務活動等資金収支差額③      △１，１００ 

当期資金収支差額合計④（①＋②＋③）  １，１８８ 

前期末支払資金残高⑤ ４，１０３ 

当期末支払資金残高⑥（④＋⑤） ５，２９１ 

 
３．事業活動計算書自平成２３年４月１日 至平成２４年３月３１日（単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

事業活動収支差額①  △４，５９１ 

事業活動外収支差額②       １，５２８ 

経常収支差額③（①＋②）  △３，０６３ 

特別収支差額④     ０ 

当期活動収支差額⑤（③＋④）  △３，０６３ 

前期繰越活動収支差額⑥ △１，５６６ 

その他の積立金取崩額⑦       ０ 

次期繰越活動収支差額⑧（⑤＋⑥＋⑦） △４，６２９ 

 
４．財産目録平成２４年３月３１日               （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

資 産 合 計 ① １５５，５８７ 

負 債 合 計 ② ４７，１６６ 

差引正味財産③（①－②） １０８，４２１ 

各ランク別集計 

松楓園全

体(3/9 時

点) 

転倒者   

（3/31 現

在） 

転倒発

生率 

A ランク （0～３点） ３０名 ０名 0% 

B ランク （４～６点）  ２８名 ２名 3.6% 

C ランク （７～９点） ２８名 ３名 10.7% 

D ランク （10～12 点） １１名 ６名 54.5% 

E ランク （13～15 点） ３名 ０名 0% 

合計 １００名 １１名 11% 

転倒リスクチェック表 各項目別転倒要因割合 
該当

件数 

発生割合

（11 件

中） 

1 この一年間に転倒したことがある  ９件 81.8% 

2 エレベーターが閉じる前に乗り降りができない ０件 0% 

3 階段の上り下りが出来ない。  ８件 72.7% 

4 杖やシルバーカーの使用を忘れることが多い ２件 18.2% 

5 歩く速度が遅くなってきている  ８件 72.7% 

6 ベットからの寝起きが不安定である  7 件 63.6% 

7 片足で立つ事ができない  ８件 72.7% 

8 目まいや体のふらつきがある  ６件 54.5% 

9 眠前薬・降圧剤・精神安定剤を服用している ７件 63.6% 

10 夜間、トイレに出かける回数が多い  ７件 63.6% 

11 物忘れが良くみられる   ５件 45.5% 

12 目があまり良く見えない  ２件 18.2% 

13 慌てて行動することが多い  １件 9.1% 

14 自分の体力を過信している。理解していない ９件 81.8% 

15 ほとんど自力で外出したことがない  ７件 63.6% 

すすすす        がががが        おおおお        平成２４年 ６月 発行 （５） 

【【【【事故報告事故報告事故報告事故報告】】】】    
２３年度に提出された事故報告は８件であり、内７件が転倒によるものでした。自主・自立が前提となる養護老人ホームでは、

職員だけではなく、利用者の危機意識の向上が事故防止には不可欠であり、今後も事故防止の課題として取り組んでいきます。 
ヒヤリハット報告・メモについては、職員の事故を未然に防ぐ意識を高め、日常に潜む危険性を察知、改善する能力の向上を目

的として活動しました。活動内容は転倒予防講習会・各種懇談会・手作り壁新聞等を利用して、利用者の方々にお知らせし、事

故に対する危機意識を共通認識として事故防止に努めました。 

右表は、利用者個々の身体能力・転倒リスクを把握し、適

切な対策を講じる為に行っており、23年度の事故報告にヒ

ヤリハット報告を含め、転倒に関連する 11件を基に要因

割合を出したものです。（この一年間に転倒された方の

80％以上は今年も転倒をされています）下表につきまして

は、全利用者の右表のチェック項目数の集計となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

すすすす        がががが        おおおお        平成２４年 ６月  発行 （６） 

【
編
集
後
記
】 

  

松
楓
園
で
は
、
毎
月
利
用

者
の
方
々
の
誕
生
日
を
お
祝

い
す
る
誕
生
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
号
の
「
広
報
誌
す

が
お
」
よ
り
、
誕
生
会
の
様

子
や
お
元
気
な
姿
を
写
真
に

し
て
、
ご
家
族
に
同
封
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

「
広
報
誌
す
が
お
」
と
共
に
、

利
用
者
の
方
々
の
松
楓
園
で

の
生
活
の
様
子
を
お
伝
え
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

広
報
誌
編
集
委
員
会 

    
発行者発行者発行者発行者    社会福祉法人松楓会社会福祉法人松楓会社会福祉法人松楓会社会福祉法人松楓会    

                        養護老人養護老人養護老人養護老人ホームホームホームホーム松楓園松楓園松楓園松楓園    
住所住所住所住所    東京都東京都東京都東京都    あきるあきるあきるあきる野市野市野市野市    

菅生菅生菅生菅生１１５９１１５９１１５９１１５９番地番地番地番地    
電話電話電話電話    ０４２０４２０４２０４２‐‐‐‐５５８５５８５５８５５８‐‐‐‐７０１０７０１０７０１０７０１０（（（（代代代代））））    

http://www.showhoen.jp/ 
 

 

四
月
二
十
三
日
に
「
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム 

第
二
徳
寿
園
」

に
施
設
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
当
日
は
安
藤
施
設
長
を

始
め
、
大
勢
の
方
々
に
ご
協
力

を
頂
き
、
日
常
生
活
の
介
護
の

取
り
組
み
や
認
知
症
・
精
神
疾

患
者
の
具
体
的
援
助
方
法
を
勉

強
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し

た
。
今
回
の
貴
重
な
体
験
を
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

五
月
三
十
日
に
「
養
護
老
人

ホ
ー
ム 

安
立
園
」
に
施
設
見
学

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
じ

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
、
共

有
す
る
課
題
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
会
で
は
、
多

く
の
事
を
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は

浅
原
施
設
長
・
日
髙
副
施
設
長

を
始
め
、
大
勢
の
職
員
の
方
々

に
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 
 

 

居
室
移
動

居
室
移
動

居
室
移
動

居
室
移
動    

 

六
月
二
十
一
日
に
全
居
室
移

動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
利

用
者
の
方
々
の
希
望
に
副
っ

た
居
室
移
動
が
行
え
る
よ
う

に
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

七
夕
七
夕
七
夕
七
夕    

 

七
月
七
日
に
は
七
夕
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
手
作
り
の
七

夕
飾
り
と
短
冊
に
願
い
を
込

め
て
、
古
き
良
き
風
習
を
楽

し
み
ま
す
。 

  

 

夏夏夏夏
のののの
集集集集
いいいい    

 

七
月
十
九
日
に
夏
の
集
い
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
当
日
は

屋
台
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
夏

祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま

す
。 


